
 
 

 

京都府内の「小売業」における令和７年労働災害発生状況 

（令和８年１月末現在速報値） 
 

１．死傷者数（※１）の状況 

業種 

（大分類） 
全産業 製造業 商業 

 保険 

衛生業 
運輸業 建設業 

接客 

娯楽業 

清掃・

と畜業 
その他 

小売業 

死傷 

者数 

2,495

人 
462人 455人 294 人 419 人 327人 222人 209人 125人 276人 

前年同期

対増減数 
21人 8人 61人 15 人 28 人 -29人 21人 -24人 -26人 -18人 

前年同期 

対増減率 
0.8％ 1.8％ 15.5％ 5.4％ 7.2％ -8.1％ 10.4% -10.3% -17.2% -6.1％ 

 
※１ 死亡及び休業日数４日以上の労働災害（新型コロナウィルス感染症関係を除く）による死傷者数。 

 

２．死傷者数に対する行動災害（※２）の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※２ 労働者の作業行動を起因する労働災害をいう。「転倒」や腰痛等による「動作の反動・無理な動作」による労働災害は典

型的な行動災害である。 

 

３．死傷者数に対する50歳以上が占める割合及びその推移 
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[令和８年

1月末速報]

京都府内の「小売業」労働災害の死傷者数 年別・年齢別割合の推移

他年齢 50歳～59歳 60歳以上 全年齢

294人 296人 301人 
281人 

転倒

176人

動作

の反動・

無理な動作

80人

墜落・転落

69人

それ以外

130人

行動災害が

56.3％

転倒

685人

動作の反動・

無理な動作

447人
墜落・

転落

378人

それ以外

985人

行動災害が

45.4％

【全産業】（全2,495人） 【商業】（全455人） 

転倒

122人

腰痛等

動作の反動・

無理な動作

53人

墜落・転落

43人

それ以外

76人

行動災害が

59.5％

【小売業】（全294人） 

50歳 
以上が 
占める 

割合 
61.6％ 

63.1％ 64.5％ 65.6％ 


